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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・塚田　昌様～持参薬（おっとも脳神経外科、熊谷眼科）が、昨日でなくなる為、本日主治医へ

　　　　　　　処方内容確認し、安ヶ平Drより処方して頂きました。臨時薬3日分処方となっ

ています。

・木ノ下　ツヨ様～昨日から緩下剤処方となっています。

＜隔離室使用中の患者様について＞

・畑中　成夫様～昨日は、夕食後薬まで殆どホールで衝動行為なく過ごされています。夜間も

　　　　　　　　良眠で洗面や飲水など要求をはっきりと意思表示出来ています。本日も、ホー

ルにて他者との交流も見られ、衝動行為もありません。

褥創は良性の肉芽みられている。水きりネットがなくなり次第、ラップを直接

貼っていきましょう。今はまだガーゼは4つ折で1枚貼付しましょう。

本人様からズックが欲しいとの要望あり、担当者と相談する予定です。なぜ、

ズックが必要なのか聞いてみましょう。

　必ず一人ホールにいる状態でホールで過ごして頂きましょう。

＜新入院患者様について＞

柴田　幸三郎様～現在は、絶飲絶食で点滴での補液を行なっています。しかし、徐々に経管栄養を始める事を家族からも了解を得ています。点滴の自己抜去がある為、3本ある点滴を日中から準夜帯で終わらせるようにするよう主治医より指示あり。また、自己抜去ある為、密に観察していきましょう。酸素1Ｌ流入中、口腔内乾燥しているため、口腔ケアを実施していきましょう。体動激しい為、ベッドに横になっていることあり、ベットの隙間から転落する可能性もあります。

褥創にも注意していきましょう

　　　　　　　　

※隔離・身体拘束についての手順を読み合わせ、確認しています。













